
公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会 

第 14回実務修習受講の手引 主な変更箇所（参考） 

 

第 14 回受講の手引における、第 13 回受講の手引からの主な変更箇所は、下表のとおり

です。なお、主な変更箇所以外の記載内容についてもご精読のうえ実務修習を受講してくだ

さい。 

 

頁 項目 変更箇所 

9 ⑵表 第一段階のスケジュール変更（演習期間最終日（2日目）に基本

演習報告書等の提出） 

9～10 ⑶ 第二段階で作成することとしていた「評価骨子メモ」を削除 

10～11 ⑵ 第一段階のみ、基本演習報告書を演習期間最終日の終了時までに

提出をする旨記載変更 

12 ⑵ 遅刻等の取扱いを変更 

13 表 遅刻等の取扱いを変更 

36 ② 所属する実地演習実施機関が過去に用いた不動産の再使用制限

を加筆 

40 表 4 ⑥ 物件調書「表紙」「土地－1」「建物－1」の提出不要の旨加筆 

44 7 即決非認定事項の項目数増加変更による修正 

46～47  即決非認定事項の追加による加筆 

48 5 即決非認定事項の追加による加筆 

49 6・7 即決非認定事項の追加による加筆 

59 土地-1 要因関係：前面道路を幅員 35ｍの都道に変更・側面背面道（北

東）を幅員 4ｍに変更 

81 表紙 下段に、同一題材の再使用制限の確認欄を加筆 

82 要約書 下段に、採用事例の記載欄を加筆 

93 №2 各類型欄に、同一題材の再使用制限の確認欄を加筆 

105 3.⑴① 口述の考査の標準実施時間を変更 

106 ⑵①イ 択一問題の問題形式を「四択形式」を「多肢択一形式」に変更 

110 ⑵① 合格者発表の公表事項を「氏名」から「受験番号」に変更 

 

その他、全体において、 

・ 実施日程・実施会場 

・ 年数 

・ 元号 

の変更を行いました。 

 

以 上 


